
 

～本人の力を生かす支援～ 
 

 

１．ねらい 
若年性認知症の本人が尊厳を持ってよりよい生活を送るためには、円滑な対応と支援

が図られるよう、身近な市町や圏域における体制づくりが欠かせません。 

今回の研修では、若年認知症社会参加支援センター「ジョイント」の比留間ちづ子氏の

お話と県内の実践報告を通じて、就労支援、日中の居場所・活動の場づくりを切り口に、

本人の社会参加、生きがいについて考えるとともに、本人の力を生かすための考え方や

工夫、改善点を学び、参加者それぞれが取り組めることを考えます。 

 

２．日 時 平成 28年 1 月 23 日（土） 12：50～16：30 

３．場 所 兵庫県農業会館 11階大ホール（神戸市中央区海岸通 1番地 ※裏面地図参照） 

 

４．対 象    介護保険サービス、障害福祉サービスの居宅系・通所系事業所の職員、 

地域包括支援センター職員、障害者の相談支援事業所・就労支援事業所等

の職員、市町社協職員、市町行政職員など 
 

定員 １５０名（参加費無料） 

 

５．主 催  兵庫県社会福祉協議会 

 

６．プログラム 

12：50 開 会  ※受付 12：20～ 

 

13：00 

 

【講 演】 

「本人の力を生かす支援 ～社会に参加する、役割を担う、就労する～」 

講 師：若年認知症社会参加支援センター「ジョイント」 

所長/作業療法士 比留間 ちづ子 氏 
（（特）若年認知症サポートセンター 副理事長/元東京女子医科大学病院 作業療法士長） 

14：00 休 憩 

 

14：15 

【鼎 談】 

「本人の力を生かす ～サポートへの願い～」 

座 長：若年認知症社会参加支援センター「ジョイント」 

所長/作業療法士 比留間 ちづ子 氏 

報告者：（特）いねいぶる 理事長/作業療法士  宮崎 宏興 氏 

報告者：JAみのり ケアセンター センター長  平尾 智洋 氏 

16：30 終 了 

 

 

若年認知症社会参加支援センター「ジョイント」 

東京都新宿区で、「就労型活動・地域貢献活動の拠点」

として平成 19 年に創設。若年認知症の方の地域生活を

支援するために、暮らしの観点から“場面”“役割”“作業”を

創り出しながら活動。スローガンは『地域の支援の輪を

つなげ、生き生きと暮らせる共生社会をめざします』 

 



 

 

７．申込方法 下記の「参加申込書」により FAXにてお申し込みください。 

※参加通知は送付いたしません。 

         ※定員を超えた場合、参加をお断りすることがありますので、ご了承ください。 

                            申込締切：平成２８年１月８日（金） 

                    

８．問合せ・申し込み先 

兵庫県社会福祉協議会 

ひょうご若年性認知症生活支援相談センター（島袋・安並） 

〒651-0062 神戸市中央区坂口通 2-1-1 兵庫県福祉センター内 

TEL：078-242-0601   

FAX：078-242-0297 

 

９．会場へのアクセス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

若年性認知症支援担当者研修（１/２３） 参加申込書 

≪申込み先ＦＡＸ番号 ０７８-２４２－０２９７≫ 
※会場の都合上、定員を上回った場合、お断りする場合がありますので予めご了承ください。 

参加をお断りする場合はご連絡いたします。 

ふりがな    

氏 名 
   

電話番号    

FAX番号    

所 属 

（市町名） 

 

 

（       ）市・町 

 

 

（       ）市・町 

 

 

（       ）市・町 

職 名    

 

※研修において、聞きたいこと、質問等がありましたらご記入ください。 

 

 

＜会場アクセス＞ 

・ＪＲ・阪神「元町」駅 

東口から徒歩約５分 

・阪急「三宮」駅 

西口から徒歩約１５分 

・地下鉄「旧居留地大丸前」駅 

  徒歩約５分 



 

 

 


